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第1部 エンジニアとして活躍するためには

③ 日本人エンジニアと米国ＰＥ資格

PE : プロフェッショナルエンジニア

JFES/JABEE 共催フォーラム
「我が国の技術系人材の育成を考える」

11月25日出稿



講師略歴
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川村武也 Takeya Kawamura

東京大学工学部精密機械工学科卒 （1987年） 
三菱重工業（株）にて各種機械システム開発・実装、鉄道インフラ標準化業務に従事
現在 （一財）エンジニアリング協会 (ENAA) 研究主幹 (2020年より) 

【資格】
米国オレゴン州プロフェッショナルエンジニア (PE) (2007年より)
米国プロジェクトマネジメントプロフェッショナル (PMP) (2008年より)
安全保障貿易管理士 (2008年より)

【学協会】
日本機械学会 会員 (1987年より)
日本工学教育協会 会員 （2016年より）
日本プロフェッショナルエンジニア協会 会員 （2007年より）

同上 会長 （2013-19年）
日本技術者教育認定機構 国際委員 （2016年より）
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1994年 日本での米国FE試験開始
FE Fundamental of Engineering Exam

TK24-016 Nov 2024

1994年10月30日 慶応大三田キャンパスに
おいて、米国オレゴン州ボード(Osbeels)/日
本工業技術振興協会(JTTAS)主催による米
国FE試験が日本で初めて実施され153名が
受験した。
（1994年12月26日付 日経産業新聞記事を筆者が編集）

当時は、冷戦終結によるグロ
ーバル化が再び進行、技術
士/建築士資格の国際通用性
が議論される、製造物責任法
（PL法）が制定される等の時
代背景があった。

あくまで米国各州の資格であり、試験合格後
はいずれかの州ボードへの登録手続きを要
す。国内での法的位置付けはない。

3



日本での米国FE/PE受験者数推移
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日本FE・PE試験協議会公開データを筆者が編集
FE試験 ： 2013年までは4月と10月の紙試験。2014年以降は通年のコンピュータ試験。
PE試験 ： 1994-2001年は横須賀基地内でオレゴン州ボード主催のPE試験があった。2021年までは4月と10
月の紙試験。2022年以降は通年のコンピュータ試験。

過去30年間で、約9000人のFE試験合格者、約2000人のPE試験合格者。
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日本での米国PE資格保有者数推移
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日本人PEの正確な人数統計は無い。
JSPEには185名の日本人PEが加入して
おり、米国約12の州に登録している。

国内では、エンジニアリング、重機、重電
企業がPE資格取得を奨励してきた背景
から、「機械」分野のPEが多い。

居住地域 比率 登録分野 人数
関東 66 機械 90
近畿 20 土木 32
中部 8 電気 24

北海道、東北 2 化学 21
中国、四国 2 環境 8
九州、沖縄 1 防火 2

海外 1 他 8
合計 100 合計 185

登録州 人数
オレゴン 94
ワシントン 29
デラウエア 15
テキサス 12

ケンタッキー 12
ノースカロライナ 10
カリフォルニア 4

他 9

合計 185

出典 JSPE20年史(2020)
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生涯学習としての米国PE資格
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FE受験

の決心

PE受験・登録

の決心

州登録

手続き
ライセンス

維持

・受験勉強

・分野選択

・FE受験

・受験勉強

・分野選択

・PE受験

・大学英文

成績書入手

・先輩PE探索

・PE登録を意識

した業務経験

・大学シラバス

入手 ※

・英訳 ※

・業務経験レジメ作成

・先輩PEレビューを

受けつつ英訳

・登録州選択

・州ボードへPE
登録申請

・シラバス第三

者評価入手※

・州法試験

・PEの評判を

高める行動

・自己研鑽

(CPD)
・ライセンス

更新

英会話、英文ライティングの自己研鑽

数年計画でじっくりと 1年以内めど 終身活動

後進・若手

の指導

※ JABEE認定課程卒者は、シラバス入手・英訳が不要となることあり

出典 米国のプロフェッショナル・エンジニア(P.E.)制度、機械学会誌 2020年1月号

・受験勉強と並行し
て、州登録に耐える
実務経験/リファレン
ス者を確保する。

・州登録した後も
CPD自己研鑽し、資
格を定期更新する。

・JABEE認定学歴を
有していると有利
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デファクト国際標準としての米国PE資格
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州・地域単位での

PE法 運用

全米横通しでの

エンジニア養成、実務基準策定

エンジニアの社会貢献

各州PEボード

各州交通局、港湾局、USACE（陸軍工兵隊）等

NCEES（米国技術測量業試験協議会）

ASEE（米国工学教育者協会）

ABET（米国工学教育認定協議会）

各州PE協会

FE・PE試験 学歴評価

各地の大学工科

分野別エンジニア協会（学会）

（ASCE, ASME, IEEE, AIChE等）

技術

規格
各州のPE登録者

NSPE（米国プロフェッショナルエンジニア協会）

ACEC（米国エンジニアリング会社協議会）

倫理規程

各地のエンジニア

リング会社

契約標準

ABET
基準

公共インフラの維持

損害保険会社

PE登録 Model Law

Engineer Week

出典 米国のプロフェッショナル・エンジニア(P.E.)制度、機械学会誌 2020年1月号

・ 各州のPE資格者を相
互認証できるよう、ASEE, 
ABET, NCEES といった

疑似国際機関（非政府機
関）が発達。

・ これらが、国際的なエ
ンジニア資格相互認証枠
組み（IEA等）の下敷きと
なっている。
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PE試験と産業分野との関係

TK24-016 Nov 2024

PE試験の分野は米国における現在の産業分野を反映している。

一方、航空宇宙、自動車といった製造業種や、IT産業は、Technology優先で、
Engineering資格は不要との立場。（いわゆる Industrial Exemption）

出典 NCEES SQUARED 2023
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分野と国境をまたいだエンジニアの活躍
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米国においても、法的なPE資格者専管業務は土木、建築、防火等に限られ
ている。

しかし、インフラ行政、各種コンサルティング、プラントエンジニアリング等で
PE資格者を起用、雇用する機会は多く、全米で約50万人が登録。米国PE経
由の国際PE登録は約800名確認できる。https://account.ncees.org/irpe/
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次世代エンジニア育成のために
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大きな話として
・ 諸外国の”Engineer、Architect”と日本の“技術者”とをうまく

橋渡しする仕組みの構築
・ 増え続けるTechnology (AI、脱炭素を含む)を常に

Engineeringに落とし込んでいく仕組みの構築
・ 上記の下支えとなる Engineering Ethics / 技術者倫理 を

普及させる

個人レベルでもやれそうなこと
・ 地域まちづくり活動への参画
・ エンジニアと建築士との協働
・ エンジニアの観点から技術法令をわかりやすく解説
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ご清聴ありがとうございました。

お問合せ先

JSPE渉外部会 (担当：古谷) external.2007@jspe.org
または

川村 kawamura.takeya@enaa.or.jp
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